
第３給水場の役割
第３給水場は第１給水場から送られた水をためて、東習志野エリアを
中心に各家庭や学校などへ配水しています。水があまり使われない時
間帯は配水機能を停止していて第４給水場からメインに配水していま
すが、お風呂や洗濯などで水がたくさん使われる朝方と夕方になると、
他の給水場を助けるように配水を開始します。
このように、第３給水場は効率よく安定した配水ができるように他の
給水場をサポートする役割をしています。

QRコードから第３給水場の
地図が出てくるよ♪

配水池
高さが約15mあり、習志野市内の配水池(水をた
める池のこと)のなかでは一番高い配水池です。

容量：4,500㎥×1基
これは、学校の25ｍプール約15杯分の容量です。

地震計連動緊急遮断弁
大きな地震を感じると自動的に作動して、配水池の水が減らないようにす
る仕組みになっています。
このとき確保された水は災害時の貴重な飲み水として使用されます。

( 感 震 器) (地震計表示伝送装置)
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市の花：アジサイ

市の木：アカシア


